
 

 

2024 年 7 月 3 日実施 

  

2024年度 １学期期末考査    

歴史総合 解答 

番号の記入の仕方（クラス＋出席番号） 

MA：１ MB：２ AA：３ AB：４ EA：５ EB：６ 

（例）建築科 B 組  出席番号６：「４０６」 

   電気科 A 組  出席番号３０：「５３０」 

 

マークは解答用紙の右と下の黒丸位置関係から読み取ります。 

そのため、多少はみ出しても構いませんので、濃く塗ってください。 

また、消すときは下の枠や数字が消えてしまっても構いません。しっかりと消してください。 

解答
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次の文章を読んで、空欄に当てはまる語を直後の語群から選び、後の問いに答えよ。 

 

朝鮮戦争で日本の戦略的価値を再認識したアメリ力は、占領を終わらせて日本を早期に西側陣営

に編入しようとしました。そこで、アメリカの外交顧問であったダレスらは、ソ連など東側陣営を排除する

ことで【  １④単独】講和を行い、講和後もアメリカ軍を日本に駐留
ちゅうりゅう

させることなどを条件に準備を進

めたのです。 

１９５１年9月、Ⓐサンフランシスコ講和会議が開かれ、【  ２①吉田茂】首相が全権として参加し、日

本と48カ国との間でⒷサンフランシスコ平和条約が調印されました。翌年4月、条約が発効して占領は

終結し、日本は独立国としての主権を回復しました。この条約は交戦国に対する日本の賠償責任を軽

減しましたが、領土については厳しい制限を加えました。そして平和条約の調印と同じ日、Ⓒ日米安全

保障条約が調印され、独立後も日本国内にアメリカ軍が駐留を続けることで日本の防衛に寄与するこ

とになりました。 

ところで、サンフランシスコ平和条約と【 １ 】が同じ日に調印されたのはなぜだと思いますか? 冷戦

下で起こった【  ３⑤朝鮮戦争   】のさなかでもあり、日本の平和と安全の確保は【  ４⑨警察予備

隊   】だけでは現実的に難しく、アメリカに依存せざるを得なかったからです。そのため、日本側からア

メリカ軍駐留を希望するというあり方によって、Ⓓ基地の存続を認める方針を固めていたのです。 
 

【 1 】～【 ４ 】 

① 吉田茂   ② 片山哲   ③ 全面   ④ 単独  

⑤ 朝鮮戦争   ⑥ 日中戦争   ⑦ ベトナム戦争   ⑧ 自衛隊   ⑨ 警察予備隊  

 

【  ５  】傍線Ⓐについて、誤っているもの
．．．．．．．

を１つ選べ。 

① ソ連、ポーランド、チェコスロヴァキアは条約内容への不満から調印を拒否  

② インド、ビルマ、ユーゴスラヴィアは条約案への不満から会議に参加せず 

③ 中華人民共和国（毛沢東）は招かれたが、中華民国（蒋介石）は招かれなかった。 

  

 【  ６  】傍線Ⓑについて、誤っているもの
．．．．．．．

を１つ選べ。 

   ① 日本は朝鮮の独立、台湾・南樺太・千島列島の放棄、沖縄・小笠原の米国への信託統治を 

承認する。 

② 日本は極東国際軍事裁判の判決を拒否する。 

③ 日本は条約締結国に対する賠償請求を放棄する。 

④ 連合国軍は日本から撤退する。 

 

 【  ７  】傍線Ⓒについて、誤っているもの
．．．．．．．

を１つ選べ。 

   ① 駐留アメリカ軍を極東の安全保障のために使用する。 

   ② 外国によっておこされた内乱鎮圧に駐留アメリカ軍を使用できる。 

   ③ 日本はアメリカ以外の軍隊を駐屯させない。 

   ④ 翌年、アメリカ軍駐留の細目を規定したドッジラインが締結された 

 

 【  ８  】傍線Ⓓについて、次の新聞記事（2024年6月27日付東京新聞社説）を読んで、３か所の

空欄に共通して当てはまる語を１つ選べ。  

 

① 日米行政協定   ② 日米安全保障条約   ③ 日米地位協定   ④ 日米ガイドライン  
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【  ９  】戦争終結後、日本は不景気のどん底にいたが、芸能や学問、スポーツの分野で徐々に元気

を取り戻していった。1949年に日本初のノーベル物理学賞を受賞した人物を選べ。  

 

   ① 湯川学   ② 益川敏英   ③ 湯川秀樹   ④ 朝永振一郎   ⑤ 江崎玲於奈 

 

 

１９45年に【  １０③オッペンハイマー  】博士のもと、世界初の原子爆弾（原爆）の開発に成功し、

世界唯一の核保有国となったアメリカは、当時軍事的に圧倒的に優位だったといえるでしょう。核兵器

を制するには核兵器を所有するしかないと考えたスターリンは核兵器開発を急ピッチで進め、１９49年

にはソ連が核実験に成功し、世界で2番目の核保有国となりました。核兵器の独占が崩れたことはアメ

リカに大きな衝撃を与え、核兵器開発競争が白熱します。同時に、アメリカ上院議員の【  １１①マッカ

ーシー  】を中心とした左翼運動や共産主義への攻撃が始まっていきました。 

１９52年、【  １２⑥イギリス  】が原爆の開発に成功、アメリカが原爆以上の威力を有する水素爆

弾の開発に成功すると、翌年にはソ連もこれに続きました。米ソの核開発競争はさらに過熱し、冷戦体

制の対立を先鋭化させていくこととなりました。また、米ソ以外の国々も国際社会のなかにおける自国

このような記事の背景に、
サンフランシスコ平和条約
や同日に結ばれた日米安
保条約があること、そして
いまだにロシアや中国と米
国が対立しているので、沖
縄の米軍基地が減らないと
いうことを学ぶことに歴史の
意味があります。
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の優位性を高めるべく、核兵器開発競争に参加していきました。大英帝国からのインド独立の際、宗教

対立の果てに分裂したインドとパキスタンも原爆の開発に成功しています。 

一方で、核兵器開発には大量の放射性汚染物（「死の灰」）を生み出す核実験がともない、それによ

って無関係の市民が被曝
ひ ば く

する事故が発生しました。アメリカが【  １３⑦ビキニ環礁
かんしょう

】  】で行った核実

験では、多数の周辺住民が被曝被害を受けました。54年には日本のマグロ漁船【  １４⑧第五福
ふく

竜
りゅう

丸
まる

  】が被曝し、乗員に死傷者が出ました。この事件をきっかけに、世界唯一の原爆投下が行われた

日本で核兵器に対する反対運動が高揚することになります。 

 

【 １０ 】～【 １４ 】 

① マッカーシー  ② マッカーサー  ③ オッペンハイマー  ④ フランス 

⑤ ドイツ  ⑥ イギリス  ⑦ ビキニ環礁   ⑧ 第五福竜丸   ⑨ 第六福竜丸  

 

【  １５  】19５０年代以降、核兵器開発競争の過熱化に対する批判が高まり、原子力発電の開発が

本格化していく。1953年に国連で原子力の平和利用を提唱したアメリカ大統領を答えよ。  

 

 ① アイゼンハワー  ② ルーズベルト  ③ ケネディ  ④ ジョンソン  ⑤ トルーマン  

 

【  16  】1954年に公開され、米国による度重なる水爆実験により、２００万年前もの太古の眠りか

ら覚めたという設定の巨大怪獣は何か。 
 

  ① ゴジラ  ② キングギドラ  ③ ガメラ  ④ キングコング  ⑤ モスラ 

 

 

ベルリン封鎖以降、もはや外交交渉だけでは東西対立が緩和できない事態に至ると、アメリカは連

携を強める東側諸国に対して、１９49年4月にⒶ北大西洋条約機構（NATO）を結成しました。55年に

は西ドイツのNATO加盟が決まります。一方で西側の動きに対抗したいソ連は、１９55年に東欧の軍事

同盟として【  １７⑧ワルシャワ条約機構】を形成しました。この軍事同盟には東ドイツも含まれており、

ドイツは冷戦の最前線になりました。 

1953年、ソ連の指導者スターリンが死去すると、フルシチョフが書記長に就任しました。フルシチョフ

は、多くの人々が殺害される【  １８②粛清】だらけだったこれまでの政治体制を独裁から集団指導体

制へと移行したほか、アメリカなどの国々との平和共存政策を打ち出します。また、スターリンの個人独

裁と大量粛清を批判しました。こうしてフルシチョフ就任後、米ソの関係は改善されていったのです。 

1955年には米・ソ・英・仏の首脳による【  １９⑤ジュネーブ】４巨頭会談が開催され、各国が平和共

存を確認しました。同年にソ連は西ドイツとの国交を回復させるなど、米ソの対立関係は少しずつ緩和

していきました。この対立が緩和した時期を「雪どけ」といいます。 

しかし、フルシチョフの行ったスターリン批判は、米ソ関係を改善する一方で冷戦体制に新たな動揺

と波紋をもたらします。ソ連の強権的な支配から脱却すべく、社会主義陣営の国々の一部が民主化運

動を起こしたのです。ポーランドでは【  ２０④ポズナニ】でポーランド反政府反ソ暴動が起こりました。

ただし、この暴動は政治家のゴムウカらポーランド指導部がポーランドの自主路線を人々に約束したこ

とで鎮静化しました。 

Ⓑハンガリーでもハンガリー事件が起こりました。【  ２１①ナジ】が首相に就いて指導し、ワルシャワ

条約機構からの脱退などを打ち出しましたが、この暴動はソ連の軍事介入により失敗しました。  

 

【 １７ 】～【 ２１ 】 

① ナジ  ② 粛清   ③ 赤狩り  ④ ポズナニ  ⑤ ジュネーブ 

⑥ ウィーン  ⑦ アウシュヴィッツ  ⑧ ワルシャワ条約機構   ⑨ バグダート条約機構  
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【 ２２ 】傍線Ⓐについて、近年のＮＡＴＯに関する加盟国で正しいものを選べ。 

① 2020年にイギリスが正式にＮＡＴＯを脱退した。 

   ② 2024年にスウェーデンが正式のＮＡＴＯ加盟を果たした。 

   ③ アメリカの後押しもあり、2025年にウクライナがＮＡＴＯに加盟する予定である。 

   ④ オートストラリアはＮＡＴＯの原加盟国で、インドの加盟申請を後押ししている。 

 

【 ２３ 】傍線Ⓑハンガリーの場所を下の地図①～⑤選べ。ただし、現代の地図を用いている。④ 

 
 

 

フルシチョフは国際的な共産党組織である【  ２４⑨コミンフォルム】を解散させたほか、ソ連の指導

者として初めてアメリカ訪問を行いました。フルシチョフは、当時の米大統領アイゼンハワーとⒶキャンプ

デーヴィッドで会談。両者の「雪どけ」ムードは世界中の多くの人々に歓迎されました。また、1957年に

は人類初の人工衛星【  ２５⑧スプートニク  】１号の打ち上げに成功しました。 

一方で、スターリンのような独裁体制を敷いていた【  ２６③毛沢東
もうた く と う

  】が指導する中国では、スタ

ーリン批判を受けて中ソ対立が発生し、両国の関係は悪化していきました。 

 1949年にドイツ連邦共和国となった西ドイツでは、その初代首相に【  ２７④アデナウアー  】が就

任しました。彼のもとで西ドイツは「【  ２８⑥経済の奇跡   】」といわれる経済復興を遂げ、アメリカに

次ぐ大国とまでいわれるようになります。 

さらに、【 ２６ 】のもとで西ドイツは主権を回復し、再軍備を果たすとNATOに加盟しました。このよ

うに、西ドイツは経済・軍事の両面で戦後復興を進めていったのです。 

目覚ましい発展を遂げる西ドイツに対し、東ドイツは依然として経済的に貧しい状況が続きます。当

時、貧困にあえぐ東ベルリンから、豊かな西ベルリンへの亡命が多発していました。そうした事態に対処

するため、1961年に東ドイツ政府は東西ベルリンの境界に【  ２９⑤ベルリンの壁   】を建設しました。  

 

【 ２４ 】～【 ２９ 】 

① 周恩来   ② 習近平   ③ 毛沢東   ④ アデナウアー  ⑤ ベルリンの壁 

⑥ 経済の奇跡   ⑦ ベルリンの大躍進   ⑧ スプートニク  ⑨ コミンフォルム 

 

【  ３０  】傍線Ⓐの「キャンプデーヴィッド」は、歴代のアメリカ大統領の保養地であり、各国の首脳を

招待して会談が行われてきた。２０００年にはイスラエルのバラク首相と、パレスチナ解放機構の

議長を招いて、中東の融和を演出している。パレスチナ解放機構の第３代議長で、パレスチナ自

治政府の初代大統領となった人物を選べ。  
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    ① アルフォード  ② アル＝カイーダ  ③ アラベスク  ④ アウン＝サン  ⑤ アラファト 

 

 

Ⓐ第二次世界大戦後のヨーロッパについて、フランス外相の【  ３１②シューマン  】は、これまでヨ

ーロッパ諸国は地下資源の豊富な地域をめぐり何度も戦争になってきたことを指摘しました。その筆頭

が、鉄鉱石と石炭の産出地であるアルザス・ロレーヌをめぐるドイツ・フランスの争いです。こうした歴史

をふまえ、【 ３１ 】は資源を奪い合う歴史を脱し、共有することを提案したのです。 

シューマン=プランに同意したフランス・西ドイツ・イタリア・ベネルクス3国（ベルギー・オランダ・ルクセ

ンブルク）の計6カ国によって、まず1952年にヨーロッパ【  ３２⑧石炭鉄鋼共同体   】が発足しまし

た。この動きがヨーロッパ統合の先駆けになりました。さらに、この6カ国は米ソに対抗するためにヨーロ

ッパ【  ３３⑥原子力共同体   】、次いでヨーロッパ【  ３４⑦経済共同体   】を結成しました。 

そして１967年には、これら3つの組織が統合されてヨーロッパ共同体（EC）が成立したのです。この

ように、西ヨーロッパでは次々と経済的な統合が進んでいきました。 

ヨーロッパの大国イギリスは、当初フランスや西ドイツを中心とする経済統合に反発しました。ヨーロ

ッパ経済共同体が結成されると、これに対抗してヨーロッパ【  ３５⑤自由貿易連合   】という組織を

結成しましたが、人口も少なく、工業的にも弱い国が多かったため、思うような経済発展を遂げることが

できませんでした。やがてヨーロッパ統合の風潮が強まるなかで、イギリスは【 ３５ 】を離脱してECに

加盟しました。 

そして1993年には広大な単一市場の形成を目指したⒷEUへと移行していきます。しかし、今年に

入ってEUの移民受け入れに対して、フランスから批判の声が上がるようになりました。先月末の６月３０

日に行われたフランス国民議会において、移民排斥を訴える極右政党の【  ３６④国民連合   】が第

一勢力となり、中道の【  ３７①マクロン  】大統領の与党連合は大幅に議席を減らすこととなりまし

た。この選挙結果がこれからのEU分裂の契機となるかもしれません。  

 

【 ３１ 】～【 ３７ 】 

① マクロン  ② シューマン  ③ サンジェルマン  ④ 国民連合   ⑤ 自由貿易連合  

⑥ 原子力共同体   ⑦ 経済共同体   ⑧ 石炭鉄鋼共同体   ⑨ 政治共同体  

 

【  ３８  】傍線Ⓐについて、誤っているもの
．．．．．．．

を１つ選べ。 

   ① イギリスでは労働党のアトリーが首相となり、「ゆりかごから墓場まで」のスローガンで包括的

な社会福祉体制を整備した。 

   ② フランスでは大統領の権限が弱く議会の権限が強い第四共和政となった。 

   ③ イタリアでは共産主義と緊密な関係を持った王制が批判され、共和制へと移行した。 

   ④ アイルランドは1949年にイギリス連邦を正式に離脱して共和制に移行した。 

 

【  ３９  】傍線Ⓑについて、次の出来事を時系列に並べた時、３番目
．．．

となるものを選べ。 

   ① シリアで内戦が発生し、EUに移民・難民が押し寄せる。 

   ② 統一通貨ユーロが発行し、巨大経済圏が誕生した。 

   ③ イギリスが国民投票の結果、EUを離脱することになった 

   ④ 政治的な統一を目指して、EU大統領が誕生した。 

 

冷戦体制のなか、米ソどちらの側にもつかず、積極的な中立を主張した国々の存在がありました。こ

れらを非同盟諸国、 あるいは第三世界とよびます。その中心となったのは、植民地支配から脱したア

ジア・アフリカの新興国でした。 

1954年、中国の【  ４０①周恩来   】首相とインドの【  ４１④ネルー  】首相による会談が開催さ
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れ、平和五原則が発表されたのです。翌1955年には、インドネシア大統領【  ４２⑥スカルノ  】のよ

びかけでアジア=アフリカ会議が開催されました。この会議は史上初のアジア・アフリカ首脳会議です。

この会議では、平和五原則を拡張した【  平和十原則】が発表され、国際平和の道が模索されまし

た。 

さらに1961年には、ユーゴスラヴィアのベオグラードにて非同盟諸国首脳会議が開催されました。提

唱者はユーゴスラヴィアの【  ４３⑦ティトー  】、エジプトの【  ４４③ナセル  】、インドの【 ４１ 】で

す。この会議には、アジア・アフリカ諸国とラテンアメリカの非同盟諸国が参加し、第世界の結集が図ら

れました。 

現在では、第三世界が「【  ４５⑧グローバルサウス  】」と呼ばれるようになり、赤道や南半球に位

置し、人口や資源で恵まれた国が多く、成長する市場として注目を浴びています。 
 

【 ４０ 】～【 ４５ 】 

① 周恩来   ② 毛沢東   ③ ナセル  ④ ネルー  ⑤ ガンディー 

⑥ アスワンスカルノ  ⑦ ティトー  ⑧ グローバルサウス  ⑨ グローイングサード 

 

 

第三世界の結東が進む一方で、かつての列強の利害関係に振り回された世界の各地域では、その

ときに生じた対立が戦後も色濃く残り、さまざまな紛争の種となりました。 

インドは、長期にわたるイギリス支配から戦後ついに独立を果たしましたが、それは統一されたインド

としてではなく、【  ４６⑤ヒンドゥー  】教徒が多いインドと、【  ４７④イスラム 】教徒が多いパキスタ

ンによる分離独立でした。 

両国の間に位置する【  ４８⑥カシミール  】では、藩
はん

王
おう

はヒンドウー教徒である一方、住民の多く

はイスラム教徒という複雑な事情を抱えており、両国は、【 ４８ 】の帰属をめぐって、3次にわたるインド

=パキスタン戦争に突入します。 この対立は21世紀の現在でも続いています。1971年には東パキスタ

ンが【  ４９①バングラデシュ  】として独立します。 

また、中国とソ連の関係が悪化するなかで、１９59年には【  ５０⑦チベット  】動乱が発生します。

チベット動乱は、中国の軍隊である人民解放軍に鎮圧され、チベットの最高責任者【  ５１⑨ダライ＝ラ

マ１４世   】はインドへ亡命することになりました。中国はインドに身柄の引き渡しを要求しましたが、イン

ドはこれに反発、1959年に中印国境紛争が勃発しました。 
 

【 ４６ 】～【 ５１ 】 

① バングラデシュ  ② ネパール  ③ ブータン  ④ イスラム  ⑤ ヒンドゥー 

⑥ カシミール  ⑦ チベット  ⑧ ダライ＝ラマ１３世   ⑨ ダライ＝ラマ１４世  

 

 

戦後のアフリカ諸国のうち、まず独立が進んだのはⒶリビアやモロッコ、チュニジアなどの北アフリカ

諸国でした。モロッコやチュニジアなどはナセルの非同盟主義にも強く影響を受けているほか、地中海

沿岸のアフリカ諸国は黒人国家ではない点に注意してください。 

１９50年代に入ると、砂漢以南の黒人国家が独立し始めます。このときのアフリカ諸国の独立運動を

指導したのがⒷガーナの【   ５２⑧エンクルマ  】です。1960年には、第三世界の支持獲得を狙った

フランスの【  ５３⑦ド＝ゴール  】政権による政策転換によって、旧フランス領を中心に１７カ国が一

気に独立します。同じ、1960年には、旧宗主国のベルギーから【  5４③コンゴ  】が独立しました。

1963年にはアフリカ首脳会議が【  ５５⑤エチオピア  】で開催され、アフリカ30カ国の首脳が集ま

り、【  ５６②アフリカ統一機構   】が結成されました。さらに、2002年にはアフリカ55の国・地域が加

盟する世界最大級の地域機関【  ５７①アフリカ連合   】に発展改組されました。  
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【 ５２ 】～【 ５７ 】 

① アフリカ連合   ② アフリカ統一機構   ③ コンゴ  ④ ナイジェリア  ⑤ エチオピア 

⑥ スーダン  ⑦ ド＝ゴール  ⑧ エンクルマ  ⑨ ニャホ・ニャホ＝タマクロー 

【  ５８  】傍線Ⓐのリビアの位置を、下の地図①～⑤から選べ。④ 

 
 

【  ５９  】【  ６０  】 傍線Ⓑについて、この考査が行われる本日、７月３日に日本銀行から発行

される紙幣のデザインが一新する。旧１０００円札の紙幣の顔であった【 59④野口英世  】は、1928年

にガーナの首都アクラで、黄熱病の研究中に感染し亡くなっている。そして本日新紙幣の顔となる【  ６

０②北里柴三郎  】は、同じく伝染病を研究し、破傷風の血清療法を確立している。それぞれにあたる

人物を選べ。 
 

  ① 津田梅子   ② 北里柴三郎   ③ 渋沢栄一   ④ 野口英世   ⑤ 新渡戸稲造  

 

戦後、アメリカ合衆国はラテンアメリカへの干渉を強めました。ソ連との対立が続くなか、近隣の国々

が社会主義国化するのを回避するためです。 

１９48年、アメリカは【  ６１⑧米州機構   】の設立を主導しました。これは、南北アメリカ21カ国によ

る反共軍事同盟といえます。そしてアメリカはこの組織を通じて、ラテンアメリカ諸国が社会主義化しな

いように監視し、ときには干渉を行いました。 

しかし、ラテンアメリカのなかには、アメリカの干渉を快く思わない国もありました。そうした国では反

米的な政権が誕生していきます。【  ６２①アルゼンチン  】のペロン大統領は、外国資本の国有化や

初等教育の拡大など、アメリカとは距離を置く政策を展開しました。また、１９５１年【  ６３③グアテマ

ラ  】でもアルベンス左翼政権が誕生しました。しかし、米国の支援を得たカスティージョ大佐率いる反

政府武装勢力がアルベンス政権を打倒しました。カスティージョ大佐が大統領に就任した後、軍政の時

代へと入っていくことになりました。米国の支援を受けた軍事政権ですが、アフガニスタンやソマリア、そ

して台湾や韓国、ウクライナでも混迷を極めていくことは歴史が証明していますね。 

アメリカの南に位置するⒶキューバでは第二次世界大戦後、親米的な【  ６４⑦バティスタ  】政権

が成立しました。彼は、アメリカの援助を受けて独裁政治を展開。資本主義経済のもとで国内では貧富

の差が拡大し、国民は不満を高めていました。そんななか、１９59年にキューバ革命が発生します。革命

の指導者は【  ６５④カストロ  】と、葉巻とオートバイを愛した【  ６６⑥ゲバラ  】という人物です。

彼らは国民の支持を集めてバティスタ政権を打倒。【 ６５ 】はキューバの指導者となり、国民のための

改革を進めていきました。 
 

【 ６１ 】～【 ６６ 】 

① アルゼンチン  ② エルサルバドル  ③ グアテマラ  ④ カストロ  ⑤ バサラ 

⑥ ゲバラ  ⑦ バティスタ  ⑧ 米州機構   ⑨ メルコスール 

 

【  ６７  】傍線Ⓐキューバの位置を、下の地図①～⑥から選べ。⑤ 



 

 8 / 8 

 


